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館山館山港海岸環境整備事業港海岸環境整備事業

港港 湾湾 課課

再評価事業箇所図館山港湾平面図

館山地区
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・箇・箇 所所 名名 館山館山地区地区

・事業所管課・事業所管課 港湾課港湾課

・事業主体・事業主体 千葉県千葉県

・事業化年度・事業化年度 平成平成 ５５年度年度

・工事着手年度・工事着手年度 平成平成 ６６年度年度

・工事終了年度・工事終了年度 平成２平成２９９年度年度

・再評価の理由・再評価の理由 ⑥⑥再評価実施後一定期間再評価実施後一定期間

５年が経過している事業５年が経過している事業

館山港海岸の利用状況
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突堤突堤 ４基４基

護岸護岸 １，５８０ｍ１，５８０ｍ

人工海浜（養浜）人工海浜（養浜） ５０，０００㎥５０，０００㎥

植栽植栽 ２１，４３０㎡２１，４３０㎡

遊歩道遊歩道 １９，２７０㎡１９，２７０㎡

全体事業費全体事業費 ７８．０７８．０億円億円

投資済事業費投資済事業費 ２０．４２０．４億円億円

残事業費残事業費 ５７．６５７．６億円億円

館山港海岸（海岸環境整備）事業対象施設

突堤

人工海浜（養浜）

全体計画 Ｌ＝１８００ｍ

１期工事 Ｌ＝８００ｍ２期工事 Ｌ＝１，０００ｍ

突堤

護岸 植栽・遊歩道
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海岸環境整備事業における便益の算定

＜対象便益＞

①浸水防護便益

高潮による浸水から背後地の資産を守ることによる便益。

「浸水防護便益」＝高潮による被害額

① 一般資産等被害額（家屋・家庭用品・事業所資産）

② 公共土木施設被害額（橋梁・道路・公園等）

③ 公益事業等被害額（電気・ガス・水道等）

②海岸利用便益

レクリエーション等の利用維持・向上効果を発生させる便益。

「海岸利用便益」＝旅行費用法による消費者余剰

館山港海岸館山地区 防護区域図

想定被害

浸水面積 ： 61 ha
浸水域家屋数 ： 459 軒
想定被害額 ：20.9 億円/年

JR館山駅

都市計画道路船形館山線

安房西高校

：浸水エリア
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海岸利用便益海岸利用便益（（旅行費用法旅行費用法））

消費者余剰の算定消費者余剰の算定

６，９３７６，９３７円／人・回円／人・回

需要の推計需要の推計

H19H19年利用者数年利用者数 ２７，６７４２７，６７４人人

利用便益の算定利用便益の算定

６６,,９３７９３７円／人・回円／人・回××２７，６７４２７，６７４人人／年／年

＝＝１．９億円／年１．９億円／年

●総費用（Ｃ） ７６億円

●総便益（Ｂ）３５１億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ４．６

0 100 200 300 400

（億円）

総便益

総費用
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社会経済情勢等

■当海岸は、高潮に対する海岸保全施設の整備が完了していない

ため、早急に整備を行う必要があること。

■ 東京湾横断道路や東関東自動車道の整備により、ポテンシャル

が一層向上しており、魅力あるリゾート地域を形成する必要があ

ること。
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対応方針（案）

■当海岸は、高潮に対する海岸保全施設の整備が完了しておらず、

高潮が発生した場合の被害が大きく早急な整備を要すること。

■ ちば２００７アクションプランの「戦略プロジェクト２ 観光立県千葉

の実現」の中で、魅力ある海岸づくりとして当海岸の整備が位置づけ

られていること。

■ 地元館山市から早期完成の強い要望があること。

継 続


